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	（2026年夏号）
	浜松市動物園情報誌
	わくわく×ふむふむ

	はまZOO
	ブラウンケナガクモザル
	P1

	飼育員が日々取り組んでいる仕事を紹介！ 動物園には色々な仕事があるんです👀
	飼育員奮闘記 『チンパンジー展示場に植樹！』
	　チンパンジーの屋外展示場に、さまざまな大きさの樹木を植えていただきました。 　成長すれば木陰ができ、より自然に近い環境づくりや景観の向上が期待されます。
	●その様相は、さながらバイキング
	　しかし、いざチンパンジーたちを放飼すると、待っていましたと言わんばかりに樹へ一直線。幹に手をかければへし折り、根元から引き抜いては持ち歩き、葉を少しかじって満足すればその場に捨てて次の樹へ……。 　夕方には、抜かれた樹木が辺り一面に散らばる、なんとも無残な光景が広がっていました。 　もっとも、こうした反応は想定内です。好奇心旺盛なチンパンジーとの攻防は、これまで幾度となく繰り返されてきました。
	手で折ろうとするチコ

	●高級なおやつで終わらせないために
	　さて、おそらくチンパンジーたちは大変満足したことでしょうが、このままでは終われません。単発の採食エンリッチメントであれば、旬の食材を与えたほうが金銭的にも労力的にも効率がいいですし、なにより、汗水垂らして植えてくれた方々へ顔向けできません。 　そのため、原形をとどめている樹木を拾い集め、一つひとつ植え直していきます。根付いてさえくれれば、チンパンジーたちが好きなタイミングで葉を食べることができ、飼育員が常に関わることが難しい中で有用なエンリッチメントとなるはずです。そう願いながら作業を続けますが、翌日も、そのまた翌日も、状況は大きく変わりませんでした。
	植えた樹を抜いて満足した 様子のチェリー

	　もちろん、ただ見ているだけではありません。エンリッチメントの頻度を上げたり、追加の樹木を求めて園内の山へ分け入ったり、気を逸らす為に 野菜の苗や枝を植えてみたり、地面をぬかるませたり、雑草で覆って目立たなくしたりと、さまざまな工夫を重ねます。 　こうした経緯もあり、ほうきとちりとりではなく、まずはスコップ片手に展示場に入る姿が様になってきたある日のこと。夕方になっても、一本も引き抜かれていないではありませんか。
	樹木の代わりに 犠牲となる野菜の苗

	　ようやく努力が実を結んだのだと胸をなで下ろしましたが、 その喜びも束の間、翌日には再び盛大に引き抜かれてしまい、思わず肩を落としました。 　それでも、諦めません。 　さてさて、飼育員が音を上げるのが先か、チンパンジーが根を上げなくなるのが先か。 本記事が掲載される頃にはどうなっているのか。 　その結末は……皆様の目で直接お確かめください。
	P2


	園長びより 『アニマルウェルフェアについて』
	　２０２６年度も始まり、園長就任から１年が経ちました。昨年度は、長かったような短かったような、バタバタした年でした。 　以前もお話ししたとおり、浜松市動物園は、いろいろと「やらまいか」の年です。 　やるべき一つのキーワードとして、動物福祉（アニマルウェルフェア）があります。これは、世界の動物園で進めている取り組みで、動物福祉を評価する枠組みとして 「栄養」「環境」「（身体の）健康」「行動」「精神状態」の５つの領域があります。 これらのことを高い水準にあげることが動物園職員の役割です。 　では、誰が「できている」、「できていない」と判断するのでしょうか？ 　日本動物園水族館協会では、各動物園水族館のアニマルウェルフェア監査を順次実施していますが、やはりその動物園の飼育員や獣医師が動物を観察して適正かどうかを判断し、必要に応じて改善していくことが大切です。 　昨年度末、カンガルーやニホンジカ、ミニサファリ等のパドック（飼育スペース）に樹木を植えました。パドック内に樹木があるだけで、動物にとって快適な環境だと感じます。 　動物福祉に取り組むことは、動物にとっても来園者にとっても 居心地のよい動物園を作るうえで重要なことです。 　これからも勉強を重ね、着実に取り組みながら、皆様に愛される 動物園にしていきたいと思います。
	P3

	獣医師のお仕事 『ホッキョクグマの健康管理 （トレーニングによる採血）編』
	　 現在、浜松市動物園では、ホッキョクグマのメス・愛称「ユキ」を飼育しています。ユキの定期的な健康状態の把握や病気の早期発見のため、以前から麻酔を使わずに動物が自発的に協力するハズバンダリートレーニング（以下、トレーニング）による採血に取り組んでいます。 　飼育員の合図で、ユキは採血用に開けた柵の間から前肢を出し、柵に取り付けた棒を握ります。トレーニング（採血）中は、ご褒美（馬肉）を継続して与えることで、この姿勢を保ってもらいます。その間に、獣医師が指の付け根付近から採血します。 　ちなみに、ユキは以前暮らしていた園館でもトレーニングを受けていたため、当園でも理解が早く、比較的短期間で採血できるようになりました。 　採血後は、当園動物病院内で血液検査を実施します。検査結果は、飼育員にも共有し今後の健康管理に役立てるほか、大学などの研究機関に検体提供して野生動物に関する調査研究にも寄与しています。


